
216日本医史学雑誌第45巻第2号（1999）

ガ
レ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
衛
生
思
想
で
あ
る
９
口
‐
胃
国
日
国
厨
の

概
念
は
艀
昌
①
Ｈ
ゞ
向
．
（
⑦
①
の
。
ご
ｏ
耳
の
号
Ｈ
ｇ
①
鴨
号
、
可
①
具
①
国

巨
ｇ
⑳
目
①
。
．
岳
ｇ
）
や
川
喜
田
愛
郎
（
「
病
気
」
、
一
九
八
○
）
に
よ
る

と
看
護
に
関
係
の
あ
る
思
想
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
口
○
口
‐
目
目
‐

３
房
の
用
語
は
自
胃
貝
巴
の
ゞ
８
昌
国
ご
四
目
国
厨
の
用
語
と
と
も

に
、
中
世
の
ガ
レ
ノ
ス
医
学
の
書
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
医
学
書
は

ガ
レ
ノ
ス
の
『
医
術
」
、
ョ
ハ
ン
ニ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
ガ
レ
ノ
ス
の
小

治
療
学
入
門
」
、
ラ
ー
ジ
ー
「
ア
ル
・
マ
ン
ス
ル
の
書
」
、
ア
リ
・

ア
ッ
バ
ス
「
王
者
の
書
』
、
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
『
医
学
典
範
」
の
五
つ

で
あ
る
Ｐ
①
邑
８
口
号
の
冨
胃
①
巨
扁
厨
》
爵
具
己
閉
よ
り
３
の

ご
四
目
員
里
①
印
の
項
目
）
。

こ
の
な
か
で
中
世
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
ガ
レ
ノ
ス
の
医
学
を

29

ヨ
ハ
ン
ニ
テ
ィ
ウ
ス
（
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン

・
イ
ス
ハ
ク
）
の
「
ガ
レ
ノ
ス
の
小
治
療
学

入
門
」
に
お
け
る
邑
○
ご
ｌ
旨
四
冨
邑
の
の
概
念

平
尾
真
智
子

学
ぶ
た
め
の
入
門
書
と
し
て
多
く
活
用
さ
れ
た
の
が
ョ
ハ
ン
ニ
テ

イ
ウ
ス
（
ア
ラ
ビ
ア
で
は
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ク
、
雪
？
雪
巴

の
『
ガ
レ
ノ
ス
の
小
治
療
学
入
門
」
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
の
第

九
五
回
日
本
医
史
学
会
で
、
国
弓
．
弓
弓
冒
嗅
○
国
に
よ
る
こ
の
本

の
英
訳
文
に
つ
い
て
は
す
で
に
報
告
し
た
（
「
中
世
ョ
１
ロ
ッ
パ
の

衛
生
思
想
印
員
］
〕
○
口
ロ
四
目
国
房
」
）
が
、
今
回
は
ご
Ｏ
ｐ
ｌ
邑
胃
昌
巴
の
に

関
す
る
部
分
が
異
な
る
函
．
両
○
冒
冒
①
－
９
に
よ
る
英
訳
文
の

房
侭
○
鴨
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ョ
ハ
ン
ニ
テ
ィ
ウ
ス
は
ラ
テ
ン
名
で
、
イ
ラ
ク
出
身
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
医
師
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
の
医
学
を
体
系
的
に
イ
ス
ラ

ム
世
界
に
紹
介
し
た
最
大
の
功
労
者
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
数
人

の
カ
リ
フ
の
侍
医
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
翻
訳
者
お
よ
び
文
筆
家

で
も
あ
っ
た
。
フ
ナ
イ
ン
は
息
子
イ
サ
ク
お
よ
び
甥
の
フ
バ
イ
ッ

シ
ュ
と
と
も
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
ガ
レ
ノ
ス
の
作
品
計
一
二
九
を
注

文
に
応
じ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
ま
た
は
シ
リ
ア
語
に
翻
訳
し
た
。
九
世

紀
に
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
、
カ
イ
ロ
、
ダ
マ
ス
カ
ス
に
医
師
養
成
用
の

三
大
教
育
機
関
が
あ
り
、
医
学
生
向
け
の
教
科
書
が
存
在
し
た
。

フ
ナ
イ
ン
は
ガ
レ
ノ
ス
の
体
液
生
理
学
お
よ
び
体
液
病
理
学
（
い

わ
ゆ
る
四
体
液
説
）
を
自
著
「
ガ
レ
ノ
ス
の
小
治
療
学
入
門
」
の
な
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か
で
ま
と
め
た
。
こ
の
小
冊
子
は
二
世
紀
に
南
イ
タ
リ
ア
の
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
（
己
匡
～
ご
雪
）
に
よ
り

《
房
侭
○
帰
冒
胃
扁
白
目
弓
画
冒
の
巴
耐
己
）
・
の
タ
イ
ト
ル
で
翻
訳

さ
れ
た
。
こ
の
本
は
ベ
ネ
チ
ア
、
モ
ン
ペ
リ
エ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、

パ
ト
バ
お
よ
び
ナ
ポ
リ
で
使
用
さ
れ
た
〃
ア
ル
テ
ィ
セ
ラ

ン
日
８
旨
″
（
言
葉
の
意
味
は
簡
易
治
療
術
）
、
す
な
わ
ち
最
初
の
ス

コ
ラ
学
医
術
教
科
書
に
必
須
講
読
作
品
と
し
て
入
っ
て
い
る
。

函
・
詞
○
言
冒
里
昌
に
よ
る
英
訳
文
の
房
侭
○
鴨
は
、
《
《
シ

陣
）
貝
の
①
嗣
○
烏
冒
昌
①
巳
の
ぐ
巴
の
ｇ
①
国
８
》
○
四
日
耳
昼
鴨
．
言
回
朋
・
》

邑
置
）
・
の
七
○
五
’
七
一
五
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
本
の
主
な
内
容
は
、
理
論
は
ご
四
目
目
厨
（
基
本
物
質
、

体
液
、
器
管
、
力
、
精
神
）
を
伴
う
健
康
、
８
可
四
口
目
昌
巴
の
（
病
状
、

病
因
お
よ
び
随
伴
症
状
）
を
伴
う
病
気
、
お
よ
び
第
三
の
グ
ル
ー
プ

と
し
て
中
立
が
あ
る
。
実
践
に
は
物
質
と
し
て
の
薬
剤
（
浸
剤
、
煎

じ
薬
お
よ
び
そ
れ
ら
の
製
法
）
、
。
○
目
１
国
、
冒
国
房
（
空
気
、
飲
食
、
運
動

と
休
息
、
睡
眠
と
覚
醒
、
排
泄
と
充
満
、
情
緒
）
を
伴
う
養
生
法
、
お

よ
び
第
三
の
存
在
で
あ
る
外
科
学
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

同
．
弓
．
弓
詳
三
侭
甘
口
に
よ
る
房
緒
○
鴨
の
英
訳
と
四
・
両

Ｑ
巨
日
里
喝
に
よ
る
英
訳
が
異
な
る
の
は
ロ
○
国
１
口
禺
昌
四
房
に
関

す
る
部
分
で
、
前
者
で
は
表
題
自
体
が
囚
×
ご
○
ロ
‐
ご
四
目
国
一
の
と
な

っ
て
お
り
、
内
容
は
一
・
空
気
、
二
・
運
動
、
休
息
、
入
浴
、
三

・
食
物
と
飲
物
、
四
・
睡
眠
と
覚
醒
、
五
・
性
生
活
、
六
・
精
神

の
病
気
、
と
番
号
が
明
記
さ
れ
六
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
者
で

は
ロ
○
ロ
ー
国
四
目
国
房
の
表
題
で
、
空
気
、
季
節
、
風
、
土
地
、
運
動
、

休
息
、
食
べ
物
、
飲
物
、
睡
眠
、
性
生
活
、
心
の
病
気
、
の
小
項

目
と
な
っ
て
お
り
、
番
号
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十
一
項
目
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
翻
訳
の
底
本
と
し
て
い
る
写
本
自
体
の

相
違
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
世
に
は
ｇ
ご
‐
目
白
国
房
と
里
×
ｇ
己

‐
ご
胃
自
己
の
の
用
語
が
混
在
し
て
用
い
ら
れ
て
、
固
定
し
た
概
念

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
山
梨
県
立
看
護
大
学
）


